
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

記憶・・・経験・・・見守り 

年を重ねてくると最近の出来事や、今聞いたことが右の耳から左の耳へ通り過ぎて頭の中に

は何も残っていないことが多くなってくることがあります。反面、子どもの頃のことや随分昔

のことを鮮明に覚えていることがあります。 

小学生の頃（昭和４０年頃）、阿戸方面に釣りなどで遊びに行くことが時々あり、その頃の

阿戸（大字）には、太平洋戦争当時作られた防空壕や弾薬庫跡がそのままの状態で放置され、

白木（小字）の海岸沿いには東西５０～６０ｍ程離れて２ヶ所ありました。 

東側の壕の入り口は、ごつごつとした岩肌がそのままの状態で、西側の壕は一部がコンクリ

ートで補強されていました。いずれの壕も奥の方が真っ暗で外からは何も見えなく、閉鎖され

ていなかったために簡単に入ることができたので、懐中電灯を持って東側の壕を探険すること

にしました。 

当時の懐中電灯は光の届く範囲が狭く、そのために少しずつしか進めませんが、奥に向かっ

て進むにつれて緩やかな時計回りの曲線を描いており、数メートルで行き止まりになっている

横穴などがありました。そこを過ぎ進んで行くと直線になり、先方から光が見えてきたので光

に向かって進んでいくと、対岸の江ノ駒周辺の景色が広がっていました。驚いたことに西側の

防空壕と繋がっていたのです。 

現代では、道路の拡幅や海岸の埋め立てなどにより周辺は様変わりしており、また、危険な

こともあるためなのかわかりませんが塞がれており、入り口の位置さえも分かりづらくなり、

立入ることができません。一酸化炭素中毒や落盤事故などを思えば、その頃の行動に恐ろしく

なることがあります。 

昭和の時代は、子どもの遊びに親が干渉することが少なく、危険なことなど自分自身の体験

から学んだように思いますが、取り返しのつかないような事故も数多くあったように思います。 

現在は、スマホやパソコンが普及し、以前とは違った危険な事も溢れていますが、子どもの

能力を伸ばしていく為には、多様なことにチャレンジさせ体験させることが大切だと思います。

ほかにも大切なことはありますが、様々なことを経験することにより、状況判断のできる子ど

もを育てられるのではないでしょうか。そのために、両親はもとより地域の方々も一緒になっ

て見守り育てられる町にしていきませんか。 
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✱
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 由良町中央公民館では、夏休み子ども講座（８講座）を開催しました。 

子ども防災では、水消火器を使った消火訓練とクイズ形式のＤＶＤ鑑賞等で楽しみな

がら防災について学びました。 

次回も、子ども達が興味を示してくれるような講座を開催していきたいと思います。 

 

【硬筆教室】 

 

【
講
座
の
ご
案
内
】 

由
良
町
中
央
公
民
館 

【
読
書
週
間
】 

＊
期
間 

10

月
27

日
（
日
）
～ 

11

月
9

日
（
土
） 

今
年
の
標
語
は 

「
こ
の
一
行
に
逢
い
に
き
た
」 

で
す 

 

期
間
中
、
図
書
を
借
り
ら
れ
た 

方
に
特
製
し
お
り
を
配
布
し
ま
す 

の
で
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【ランプシェード作り】 

【リトミック♪】 

 

【あみもの教室】 

【液体窒素（-196℃）のおもしろ実験】 

 

英
会
話
教
室
の
開
催
に
つ
い
て 

 

由
良
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
11

月
よ
り

第
２
・
４
水
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
７
時
30

分

か
ら
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
昨
年

に
引
き
続
き
、
由
良
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
カ
ス
ト
ロ
・
ル

イ
ス
・
ハ
ヴ
ィ
エ
ル
先
生
で
す
。 

と
て
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
る
の
で
、

初
め
て
の
方
も
昨
年
受
講
さ
れ
た
方
も
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【絵を描こう】 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Let’s  

begin！ 

 

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
由
良
町
中
央
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【毛筆色紙】 

 

【子ども防災！】 

夏休み子ども講座 


